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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　ー︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）

職員数前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計
（予算現額） うち一般財源

5.0
要求 2,140,346 2,140,346 2,114,641

区分
予算額

決算額

R8年度
予算案 1,927,440 1,927,440 1,905,388

5.0
R7年度 0 1,241,245 150,821 1,392,066 1,368,077 5.0
R6年度 0 1,132,824 9,996 1,142,820 1,135,046 1,132,026

事業番号 04 05 02 事業改善シート（令和８年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

・県内⼤学で学べる分野は多岐にわたるものの、収容定員の規模が全国的にみても⽐較的⼩さく、本県の⼤学収容⼒は令和６年度
21.8%（全国第44位）と全国最低水準であることから、⼤学進学者の約８割が県外に進学している。
・技術革新等による激しい時代の変化にも柔軟に対応できる⼈材や地域の中核となる⼈材の育成・確保において、県内の⼤学等に地
域社会から⼤きな期待が寄せられている。
・このため、若者や社会⼈のニーズに応える学びの環境を県内に整備するとともに、県内の⼤学等における⼈材の育成・確保に係る取組
を支援するなど、高等教育を振興する必要がある。

高等教育の振興により、地域が求める⼈材の育成・確保及び県内定着をめざす。

①公⽴⼤学法⼈⻑野県⽴⼤学の運営を⽀援
・⻑野県⽴⼤学及び同⼤学院における特⾊ある教育研究活動や地域貢献活動を財政⾯で支援
・高等教育の修学支援新制度に基づき⻑野県⽴⼤学が実施する授業料及び⼊学⾦の減免を財政⾯で支援
・公⽴⼤学法⼈の中期計画の進捗状況をするため、評価委員会を開催

②地域が求める⼈材の育成・確保に向けた取組を⽀援
・「産学官ひとづくり支援員」を配置して、産学官連携インターンシップを実施
・若者の県内就職への選択肢の拡⼤を図るため、県内高校⽣や県内理⼯系学⽣が⾃分のロールモデルとなるような⽅からキャリア形成の
アドバイスを受けられる機会を創出
・⼤学への進学を希望する県内の若者の選択肢の増加と⼤学を核とした地域の活性化を図るため、⼤学等の⽴地促進活動を実施
・県内の⼤学⽣が本県の地域や企業の魅⼒について理解を深められる高等教育コンソーシアム信州の事業を支援
・県内の⼤学及び短期⼤学の魅⼒について、県内外の高校⽣等に情報発信
・【新】県内における高度専門技術⼈材の育成・定着を図るため、「⻑野県高等教育振興基本⽅針」に基づき、清泉⼤学（仮称）農
学部の設置経費に対して助成
・【新】今後の県内高等教育機関における⼈材育成の在り⽅を検討するため、産学官⾦等が連携した検討会議を⽴上げ
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実績 実績 推移
R8年度
目標値

高等教育の振興による地域の中核となる⼈材の育成

高等教育の振興による地域の中核となる⼈材の育成

高等教育の振興による地域の中核となる⼈材の育成5-3①

No.

5-3①

5-3①

施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 高等教育振興事業費 部局 県⺠⽂化部 課・室 県⺠の学び支援課
実施期間 H26 〜

達成
状況 目標値設定理由R7年度

⾒込 推移
単
位

R5年度 R6年度No. 指標名

51.0

年／
年度 数値

2024
(R6) 21.8
2024
(R6) 52.2

直近３か年/年度分の状況
年／
年度 数値

2023
(R5) 21.7
2023
(R5) 51.2

目標
年／
年度 数値

2027
(R9) 25.0
2027
(R9) 58.0

2022
(R4) 343 2027

(R9) 4002024
(R6) 3832023

(R5) 366

達成目標（☆印は主要目標）

県内⼤学の収容⼒

☆県内⼤学卒業⽣の県内就職率

県内⼤学と県内企業・⾃治体との共同研究・連携事業数
(当該年度以前の３か年平均)

2022
(R4)

要求からの
主な変更点

・公⽴⼤学法⼈⻑野県⽴⼤学運営費交付⾦について、事業費精査による減額
・⽼朽化に伴い⽤途廃⽌した⻑野県⽴⼤学旧明和寮の除却について、敷地の早期有効活⽤のため、１⽉補正に前倒ししたことに
よる減額

年／
年度 数値

2022
(R4) 21.1

単
位

%

%

件

過去の実績を踏まえて、引き続き就職希望者の就職率100%を
めざして、目標を100%とした。

ガイダンスの開催等に取り組み、インターンシップに参加する学⽣が
増加することを目指して目標を89⼈とした。

県内⼤学の魅⼒発信等に取り組み、⼊学定員枠が充⾜されるこ
とを目指して目標を100%とした。

①

②

③

100.0

89

100.0

ー

↘

↗

99.1

78

90.4

100.0

87

94.0

未集計
(R8.4⽉
確定)

77

93.9

↘

↘

↘

％

⼈

％

⻑野県⽴⼤学卒業⽣のうち就職
希望者の就職率

産学官連携インターンシップの参
加学⽣数（延べ⼈数）

県内の⼤学及び短期⼤学の⼊
学定員充⾜率



  

R8年度
当初予算

R7年度
当初予算

R6年度
当初予算

予算案

事　業　名 高等教育振興事業費

事業番号 04 05 02 細事業⼀覧（令和８年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

2

1

細事業
No. 細事業名

公⽴⼤学法⼈⻑野県⽴⼤学関連事業費

No.

1

要求
千円

1,112,454 1,164,342

千円 千円

1,330,806
1,368,165

部局 県⺠⽂化部 課・室 県⺠の学び支援課

令和８年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

⻑野県⽴⼤学及び⼤学院における特⾊ある教育研究活動や地域貢献活動を財
政⾯で支援

交付額1,167,515千円
高等教育の修学支援新制度に基づき⻑野県⽴⼤学が実施する授業料及び⼊学
⾦の減免を財政⾯で支援
交付額162,846千円、対象予定学⽣数287⼈

交付⾦

補助⾦

細事業を構成する主な取組

公⽴⼤学法⼈⻑野県⽴⼤学運営費
交付⾦

公⽴⼤学法⼈⻑野県⽴⼤学授業料
等減免交付⾦

実施⽅法

596,634
要求 772,181

千円 千円 千円

細事業
No. 細事業名 R6年度

当初予算
R7年度

当初予算
R8年度

当初予算

2 地域が求める⼈材の育成・確保に向けた取組を⽀援する
事業

20,370 76,903
予算案

産学官ひとづくり支援員の配置⼈数２⼈

2 信州理系学⽣キャリア探索事業

若者の県内就職への選択肢の拡⼤を図るため、県内高校⽣や県内理⼯系学⽣が
⾃分のロールモデルとなるような⽅からキャリア形成のアドバイスを受けられる機会を創
出委託

交流会の開催回数６回

No. 細事業を構成する主な取組 実施⽅法 令和８年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 信州産学官連携インターンシップ事業
直接

「産学官ひとづくり支援員」を配置して、産学官連携インターンシップを実施
委託

補助⾦

3 ⼤学等⽴地促進事業
⼤学への進学を希望する県内の若者の選択肢の増加と、⼤学を核とした地域の活
性化を図るため、⼤学等の⽴地促進活動を実施直接
県外⼤学への訪問、営業活動５回

4 信州で学ぼう︕魅⼒発信事業
県内の⼤学及び短期⼤学の魅⼒について、県内外の高校⽣等に情報発信

委託
県内高校１年⽣全員（約18,000⼈）に＜デジタル版＞ガイドブック等を周知するチラシ配布

6 清泉⼤学（仮称）農学部設置事業
補助⾦

【新】県内における高度専門技術⼈材の育成・定着を図るため、「⻑野県高等教育
振興基本⽅針」に基づき、清泉⼤学（仮称）農学部の設置経費に対して助成補助⾦
令和９年４⽉開設予定

5

7 「地域構想推進プラットフォーム」構築
検討事業

【新】今後の県内高等教育機関における⼈材育成の在り⽅を検討するため、産学
官⾦等が連携した検討会議を⽴上げ直接
検討会議の開催回数２回

⻑野⼤学共創情報科学部設置事業
補助⾦

県内における高度専門技術⼈材の育成・定着を図るため、「⻑野県高等教育振興
基本⽅針」に基づき、⻑野⼤学共創情報科学部の設置経費に対して助成補助⾦

令和８年４⽉開設予定


